（様式2）
研究開発提案名	Comment by 作成者: 提案名、NEDO事業期間(終了年度)を記載。・応募時、緑色文字の説明文 と、コメント欄(校閲－コメント)は削除してください。
　　　　　青字は 黒字に変換してください。
・様式1, 様式2, 様式3, 様式4の順で一つのpdfに結合してください。
・書類作成にあたり、別添1 および 別紙1を確認してください。 



「バイオものづくり革命推進事業／○○○を活用した○○××○○××の開発」	Comment by 作成者: 本提案の研究開発提案名を記載 (様式1 提案概要の提案名称と同じであること）
（２０２４年度～２０＊＊年度）
２０２３年○月○日	Comment by 作成者: 日付は、アップロード日を記載。
法人名：　○○○株式会社	Comment by 作成者: 代表提案者、共同提案者 ＝ 代表提案事業者、共同提案事業者
 NEDOと直接契約(および直接交付対象)となる法人名を記載する。 代表提案者を一番上に記載。
×××株式会社
・・・・・・・・・・・・・・・・

目次										Comment by 作成者: しおり付け： 様式1～4 を pdfで連結し、
 目次の項立てにて  pdfのしおり付けを行ってください。pdfのしおり付けに対応したソフトウエアにてしおり付けしてください。 
あわせて、目次のページ番号をクリックするとその項に飛ぶように設定いただくことも期待されます。
1. 社会実装への取組み			
1.1 バイオものづくりの社会実装像					ページ 1 
1.2 背景と目的							ページ〇〇 	Comment by 作成者: 「様式2_実施計画(提案)」、「様式3, 4_研究履歴書」の順で ページ番号を記載してください。 
(本紙面を 1ページ目 (ページ1) とします )
様式1とは別のページ番号とします。
1.3 アウトカム目標・ロードマップ・戦略				ページ〇〇
1.4 社会実装効果・波及効果					ページ〇〇
1.5 事業戦略ビジョン						ページ〇〇
2. 研究開発テーマの設定						ページ〇〇	Comment by 作成者: 提案する研究開発項目と提案者が設定する研究開発テーマ、テーマの概要を示します。
3. 研究開発の計画							Comment by 作成者: 2章、および3章の3.1、3.2、3.4 項・・・  NEDO事業期間の研究開発について示します。
3.1 実施概要と計画						
3.1.1  実施概要							ページ〇〇	Comment by 作成者: 3.1.2、3.1.3のNEDO事業期間中の活動概要を示します。
3.1.2  実施計画							ページ〇〇	Comment by 作成者: 別紙2 実施計画  に 1年毎の達成目標(KPI 定量値)、他を示します。
3.1.3  実施内容(項目ごと詳細)					ページ〇〇	Comment by 作成者: 別紙2 実施計画 に記載した事項の詳細説明をします。 また、主な予算執行予定対象を明示、必要性・予算妥当性を説明をします。
3.2 研究開発体制							
3.2.1  管理者							ページ〇〇
3.2.2  実施体制							ページ〇〇	Comment by 作成者: 体制図では、提案する研究開発項目・研究開発テーマ、実施場所、事業費/国費、実施者 を一覧で示します。 原紙のパワーポイントも別紙4として添付します。
3.2.3  実施場所							ページ〇〇
3.3 当該技術又は関連技術の研究開発実績（技術的優位性）		
3.3.1  当該提案に有用な研究開発実績				ページ〇〇
3.3.2  当該提案に使用する予定の現有設備・装置等の保有状況	ページ〇〇
3.4 研究開発実施スケジュールと予算				
3.4.1  助成事業および委託事業期間				ページ〇〇
3.4.2  実施スケジュール						ページ〇〇
3.4.3  予算の概算						ページ〇〇
4. 類似の研究開発
4.1 現に実施あるいは応募している公的資金による類似の研究開発 	ページ〇〇
4.2 現に実施している自己資金による類似の研究開発			ページ〇〇
5. 委託契約に関する合意						ページ〇〇
6. 研究者履歴								ページ〇〇


1. 社会実装への取組み
1.1 バイオものづくりの社会実装像
　NEDO事業期間中およびNEDO事業終了後にわたって活動する、本提案プロジェクトに係るバイオものづくりの社会実装像を示す。
○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・××・・・・・・(300文字以内)。	Comment by 作成者: 応募時、青字 → 黒字 に変換してください。
(2－2、2-3、2-4 の記載も同様)

【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】
· 提案案件に関するバイオものづくりの社会実装像として、ビジョン、「ありたい姿」を明示してください。NEDO事業期間中およびNEDO事業終了後(委託・助成期間終了後)にわたる社会実装活動が対象です。共同提案・コンソーシアムで活動する提案については、共同提案・コンソーシアムとしてのビジョンになります(コンソーシアム内での共通言語としてのビジョン)。このビジョン「ありたい姿」が、社会実装にて最終的、また社会的に「あるべき姿」と認知されるようになることが望ましいと考えられます。 300文字以内で明瞭端的に記載してください。	Comment by 作成者: 緑色文字の説明は、応募時、削除してください。 (2-2、2-3、2-4 の説明も同様)

· 「別紙3_事業戦略ビジョン」 については、提案事業者様ごとの事業戦略であり、本項記載とは区別をしてください。
· 本提案が 1事業者による提案の場合、別紙3 と重複する場合が考えらえますが、提案者自身のみならず本提案の 再委託先等（ 再委託先・共同実施先(委託事業)、委託先・共同研究先(助成事業) ） および、それ以外の他者（協力者等）との関係性もふまえたものとしてください。

· 必要に応じ、300文字制限のバイオものづくりの実装像[ビジョン(ありたい姿)] の明示に加えて、図表を加えることは制限しません(例：ありたい姿を明示する図表や、参画事業者の担い、役割を示す図表等)。

＊補足）
· 以下の 1.2項、 1.3項 においては、NEDO事業期間中およびNEDO事業終了後(委託・助成期間終了後)にわたる社会実装に向けての 「ミッション」と「バリュー」の明示を織り込んで記載いただくことも可能です。	Comment by 作成者: 緑色文字の説明は、応募時、削除してください。
· なお、2章、および3章 3.1、3.2、3.4 項における記載内容は、NEDO事業期間中に行うアウトプットとその実施内容を記載するものとします。2章、および3章のNEDO事業期間中のアウトプットと、1章のNEDO事業終了後を含めた社会実証の深化における関係性、NEDO事業が果たす役割が明確になるよう、1章の記載を行ってください。



1.2 背景と目的
○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・××・・・・・・。

【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】
· 何故、バイオものづくり革命推進事業にご応募いただくのか がわかるように、背景・目的を示してください。明瞭端的に説明してください。
· 記載が難しい場合、例えば次のような例を織り交ぜるなど、提案内容に応じて提案事業者様が適切であるとお考えになる記載としてください。
· 例1： シーズとニーズの関係を織り交ぜた背景・目的の記載
· 例2： 現状及び中長期にわたる①「課題認識」や「リスク」と②「機会」をもとにした背景・目的の記載　など。
· 「課題認識」や「リスク」の例としては、例えば、現状あるいは長期にわたっての環境問題、日本社会、地域社会の課題、産業の課題、世界視点の課題、現状の生産物、廃棄物や資源活用における今後の中長期にわたるリスク、バイオものづくりによる成果物が市場に受け入れられるにあたっての諸課題とリスク、バイオものづくりにあたってのコスト課題、ブレークスルーとなる革新的な技術課題などです。
· 「機会」は、目的につながる事柄です。
· 研究開発項目①-bの、未利用資源の原料化を行おうとする提案は、未利用資源であることが、ニーズや課題、リスクと紐づき、適切であることが期待されます。

· 【重要】参画いただく提案者様、再委託先様 等、および他の協力者がどのような役割・分担でこのバイオものづくり革命推進事業、社会実装の深化に関わっていただけるのかがわかる図表を、1.1、1.2、1.3項の少なくとも何れかに明示ください。
· 原則、A4 1～3枚程度内で示してください。




1.3 アウトカム目標・ロードマップ・戦略
○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・××・・・・・・。

【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】
· 前項で記載した目的を達成するための目標・ロードマップについて記載します。
· 本NEDO事業期間中、およびNEDO事業終了後のバイオものづくり活動を含めた、社会実装ロードマップを記載してください(複数提案者による共同提案(コンソーシアム)の場合は、その共同提案の意図が読み手に伝わる記載であること)。ロードマップには、具体的な時間軸が示されていることが期待されます。
· NEDO事業期間中のアウトプットと、NEDO事業終了後の活動が分かるように、その旨を明示してください。
· 提案全体の取り組みとして、いつ・誰が・どのように実行するかを明示してください。

· さらに、新しい価値の創出を見える化し（革新的技術などをもとに社会実装の確からしさを、本提案で示し）、ニーズとしてマーケットインし受入れられる戦略、そのプロダクトアウト戦略、本提案とそのアウトプットにて如何に社会実装を深化させるのか、それにあたりどのような売り方をするのか(サプライチェーン、バリューチェンを構築あるいは参入し、その中でどのような役割を担うのか)、日本経済の持続的成長の実現に向けて本提案のバイオものづくりがどう関わるのか、などの戦略が示されていることが期待されます。

· 提案者および提案コンソーシアム(再委託先等含む)が想定する技術展開、サプライチェーン、その中でのポジショニング、役割、国内外の技術動向や既存の技術との関連等もふまえて、目標が妥当であることを示してください。

· 社会実装をより確たるものにするため、バイオものづくりの変革・革新的な取り組み、将来にわたる原料の安定供給や入手(原料調達)にかかわる取組み・低コスト化戦略、標準化戦略、差別化戦略、出口製品・サービスに関する戦略等の戦略をあわせて明示してください。	Comment by 作成者: 別紙1 応募基礎情報 の 「社会実装計画(応募概要) 」シートに示した 概要と整合していることを確認してください。 
· また戦略のうち、ライセンシング等のオープン戦略や知財・ノウハウ管理等のクローズ戦略をどのように進めるかの説明が添えられていることも期待されます。
· グローバル展開、その戦略、ロードマップ等 がある場合、記載してください。	Comment by 作成者: 別紙1 応募基礎情報 の 「社会実装計画(応募概要) 」シートに示した 概要と整合していることを確認してください。 
· 戦略の記載は、NEDO事業終了後の活動も含め、本NEDO事業により社会実装が深化するための戦略であって、そのことが読み取れるように示してください。

· 別紙1 応募者基礎情報 の「社会実装計画(応募概要)」シート、「3 事業化計画」欄に記載いただく概要と整合していることを確認してください。

· 複数提案事業者による提案の場合、提案事業者間で共有されない独自の戦略、固有の戦略等の、他の共同提案者に対し秘としたほうがよい戦略等は、1.3、および1.4項で示すことを必要としません。提案者ごとにご提示いただく、1.4 の 事業戦略ビジョンで示してください。
またその場合、別紙1 応募者基礎情報 の「社会実装計画(応募概要)」シート、「3 事後化計画」欄 への記載も同様の扱いとすることができます。
· 2章のテーマ設定、3章の研究開発の計画の適切さがわかる程度に明瞭、端的に説明してください。次のような表記例なども参考にしてください。
[image: ]例です。応募時に削除してください。


· 必要に応じて図・表を挿入してください。
· A4 1～5枚程度に収まるよう記載してください。



1.4 社会実装効果・波及効果
○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・××・・・・・・。


【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】
· 直接的な社会実装効果、波及効果(提案者、提案コンソーシアム(再委託先等含む)の成果物によるもの)、およびその成果物によって新たな価値が創出される、間接的な社会実装効果、波及効果について記載してください。
· 1.3項 で示した バイオものづくりの変革・革新的な取り組み、将来にわたる原料の安定供給や入手にかかわる取組み・低コスト化戦略、標準化戦略、差別化戦略、出口製品・サービスに関する戦略を踏まえた、バイオものづくりによる社会実装効果・波及効果について記載してください。
· 加えて、国内生産・雇用、輸出、内外ライセンス収入、国内生産波及・誘発効果、国民の利便性向上、グローバル戦略 等、我が国の経済にもたらす影響･効果や 国内外の社会変容の誘発について記載してください。	Comment by 作成者: 提案概要に記載の グローバル戦略と整合していることを確認してください。
· 費用対効果について、可能な限り定量的に記載してください。
· さらに、何故そう言えるのか、論理的な説明を加えてください。
· 狙う市場規模、効果についても定量的に記載してください。　　

· 必要に応じて図・表を挿入してください。
· A4 1～3枚程度に収まるよう記載してください。



1.5 事業戦略ビジョン
提案者ごとの事業戦略ビジョンを「別紙3 事業戦略ビジョン」 に示す。


【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】
· 別紙3　事業戦略ビジョンについては、「バイオものづくり革命推進事業　研究開発計画」4.(4)に記載の通り、当該分野の取り組みに対する経営層のコミットメントを明らかにした長期的な事業戦略ビジョンを、提案者ごとに記載してください。
· 別紙3  事業戦略ビジョンの提出対象者は、提案者です。体制上で提案者となる事業者は、必ずご提出ください。提案者となる公的研究機関、大学等の事業者も提出対象です。
· 公募要領の「マネジメントシート」、「経営のコミットメント」の記載について確認ください。




2. 研究開発テーマの設定	Comment by 作成者: 応募(提案)する研究開発項目について、青字→黒字に変換。応募(提案)しない項目については削除。	Comment by 作成者: 研究開発項目ごとに、提案する 研究開発テーマ（タイトル)を記載する。同一の研究開発項目内でテーマが複数ある場合、テーマ2、テーマ3、・・・ を付して記載。
　提案する研究開発テーマ、事業者名、アウトプット目標、概要を次に示す。	Comment by 作成者: 研究開発テーマを定めてください。様式1の記載事項と整合していることを確認。 	Comment by 作成者: 事業者名： 提案者、再委託先・共同実施先(委託事業)、委託先・共同研究先(助成事業)	Comment by 作成者: 箇条書きで明示。 各テーマにおける終了時点のアウトプットを定量的に明示。その上で、事業途中（テーマ活動途中）段階で重要なキーポイントとなるアウトプット目標があれば定量的に記載。時間軸にそって記載。 アウトプットの時間軸がわかるよう、アウトプットの年度を記載。	Comment by 作成者: 概要：箇条書きの粒度で記載。

【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】
· 提案いただく研究開発項目を明示の上、(委託)、(助成)の識別を添えてください。
· 提案者様が定めるテーマを設定してください。3章 以降で示すテーマ名、 別紙2 実施計画 で示すテーマ名、および様式1の[表紙]にて示すテーマ名が一致していることを確認してください。
· 事業者名には、そのテーマを担当する、提案者、再委託先等（再委託先・共同実施先(委託事業)、委託先・共同研究先(助成事業)）を記載してください。
· 最終のアウトプット目標を定量的に示してください。また、アウトプット年度を明示してください。
· 最終アウトプットのTRLは、レベル7（TRL7） 以上が求められます。TRLの基準は、研究開発計画を確認してください。
· 最終のアウトプットの途中段階で、非常に重要なアウトプットがある場合は、それについても明示してください。
· 概要を箇条書きの粒度で端的明瞭に示してください。そのテーマの設定理由が分かる程度に箇条書きの粒度で端的明瞭に示してください。

· 項目①：未利用資源の収集、資源化のための開発・実証	Comment by 作成者: 応募時、青字 → 黒字 に変換。 同一項目内で 複数の研究開発テーマがある場合は テーマ1, テーマ2, テーマ3 で分けて テーマごとに記載。
· 項目①－(a)　未利用資源の収集のためのサプライチェーン構築に向けた調査（委託）
· テーマ1： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊調査
· 事業者名： ○○株式会社、△△△大学
· アウトプット目標： ＊＊＊＊＊定量的に＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (202〇 年度)
· 概要： ＊＊＊＊＊について、＊＊＊＊＊＊＊、＊＊箇条書きで記載＊＊＊＊＊＊。

· 項目①－(b)　未利用資源の原料化のための開発・実証（助成）
· テーマ1： 未利用資源〇〇〇〇の＊＊＊＊による・・・・・原料化
· 事業者名： ○○株式会社、株式会社□□、△△△大学
· アウトプット目標：＊＊＊＊＊定量的に＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (202〇 年度)	Comment by 作成者: 箇条書きで記載。 年度(4－3月基準)で記載。
· 概要： ＊＊＊＊＊において、＊＊＊＊＊＊＊、＊＊箇条書きで記載＊＊＊＊＊＊。

· 項目①－(c)　循環型バイオものづくりを進めるための原料としてのバイオ製品等の収集実証（助成）
· テーマ1： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊収集実証
· 事業者名： ○○株式会社
· アウトプット目標：＊＊＊定量的に＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (203〇 年度)
· 概要： ＊＊＊＊＊について、＊＊＊＊＊＊＊、＊＊箇条書きで記載＊＊＊＊＊＊。


· 項目②：産業用微生物等の開発・育種及び微生物等改変プラットフォーム技術の高度化	Comment by 作成者: 応募しない項目があれば、削除。
· 項目②－(a)　産業用微生物等の開発・実証（助成）
· テーマ1： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
· 事業者名： ○○株式会社、△△△大学
· アウトプット目標： ＊＊＊＊＊定量的に＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (202〇 年度)
· 概要： ＊＊＊＊＊において、＊＊＊＊＊＊＊、＊＊箇条書きで記載＊＊＊＊＊＊。


· 項目②－(b)　産業用微生物等の開発・育種を通じたプラットフォーム技術の高度化（委託）
· テーマ1： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
· 事業者名： ○○株式会社、△△△大学
· アウトプット目標： ＊＊＊＊＊定量的に＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (202〇 年度)	Comment by 作成者: ★1つのテーマで アウトプット目標が複数ある場合： 複数記載。 
★重要な技術、要素技術、低コスト技術、バイオものづくりに変革をもたらす技術 のアウトプット目標を記載。
· 　　　　　　　　　 ＊＊＊＊＊定量的に＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (2031年度)
· 概要： ＊＊＊＊＊に関し、＊＊＊＊＊＊＊、＊＊箇条書きで記載＊＊＊＊＊＊。


· 項目③：微生物等による目的物質の製造技術の開発・実証（助成）
· テーマ1： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
· 事業者名： ○○株式会社、△△△大学
· アウトプット目標： ＊＊＊＊定量的に＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (202〇 年度)
· 概要： ＊＊＊＊＊について、＊＊＊＊＊＊＊、＊＊箇条書きで記載＊＊＊＊＊＊。

· テーマ2：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 	Comment by 作成者: テーマが複数ある(設定する）場合： テーマ1、テーマ2、テーマ3、・・・ のように追加。 
· 事業者名： ○○株式会社、△△△大学
· アウトプット目標： ＊＊＊＊定量的に＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (202〇 年度)
· 概要： ＊＊＊＊＊する、＊＊＊＊＊＊＊、＊＊箇条書きで記載＊＊＊＊＊＊。


· 項目④：微生物等によって製造した物質の分離・精製・加工技術の開発・実証（助成）
· テーマ1： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊	Comment by 作成者: テーマごとに分けて記載
· 事業者名： ○○株式会社、△△△大学
· アウトプット目標： ＊＊＊＊定量的に＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (202〇 年度)
· 概要： ＊＊＊＊＊について、＊＊＊＊＊＊＊、＊＊箇条書きで記載＊＊＊＊＊＊。

· テーマ2：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
· 事業者名： ○○株式会社、△△△大学
· アウトプット目標： ＊＊＊＊定量的に＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (202〇 年度)
· 概要： ＊＊＊＊＊において、＊＊＊＊＊＊＊、＊＊箇条書きで記載＊＊＊＊＊＊。

· テーマ3：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
· 事業者名： ○○株式会社、△△△大学
· アウトプット目標： ＊＊＊＊定量的に＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (202〇 年度)
· 概要： ＊＊＊＊＊について、＊＊＊＊＊＊＊、＊＊箇条書きで記載＊＊＊＊＊＊。


· 項目⑤：バイオものづくり製品の社会実装のための評価手法等の開発（委託）	Comment by 作成者: 項目⑤は、ご提案必須の研究開発項目です。
· テーマ1： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
· 事業者名： ○○株式会社、△△△大学
· アウトプット目標： ＊＊＊＊＊定量的に＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (202〇 年度)	Comment by 作成者: ご提案いただく研究開発項目①～⑤、全てにおいて、最終アウトプットのTRLは、 TRL7 (レベル７) 以上が求められています。
TRL設定の基準は、研究開発計画を確認。
· 概要： ＊＊＊＊＊について、＊＊＊＊＊＊＊、＊＊箇条書きで記載＊＊＊＊＊＊。

· テーマ2：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 	Comment by 作成者: テーマが複数ある(設定する）場合： テーマ1、テーマ2、テーマ3、・・・ のように追加。 
· 事業者名： ○○株式会社、△△△大学
· アウトプット目標： ＊＊＊＊定量的に＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (202〇 年度)
· 概要： ＊＊＊＊＊における、＊＊＊＊＊＊＊、＊＊箇条書きで記載＊＊＊＊＊＊。

· テーマ3： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
· 事業者名： ○○株式会社、△△△大学
· アウトプット目標： ＊＊＊＊＊定量的に＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (202〇 年度)
· 概要： ＊＊＊＊＊について、＊＊＊＊＊＊＊、＊＊箇条書きで記載＊＊＊＊＊＊。

· テーマ4： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
· 事業者名： ○○株式会社、△△△大学
· アウトプット目標： ＊＊＊＊定量的に＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (202〇 年度)
· 概要： ＊＊＊＊＊のため、＊＊＊＊＊＊＊、＊＊箇条書きで記載＊＊＊＊＊＊。





3．研究開発の計画
3.1 実施概要と計画
3.1.1　実施概要
提案する研究開発の概要を次に示す。

　〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・△△△・・・・・・・・。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	Comment by 作成者: 応募時、青字 → 黒字 に変換してください。
(3.1.3 項の記載も同様)
・・・・・・・・・・・・〇△・・・・・・(A4 1～6枚程度以内で記載する)・・・・・・。

【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】	Comment by 作成者: 緑色文字の説明は、応募時、削除してください。 
· NEDO事業期間中における、研究開発の実施概要を記載してください(以下3.1.2、3.1.3で記載する計画・実施内容の概要です)。(A4 1～6 枚程度以内)
· NEDO事業期間中における研究開発フェーズの各段階(ロードマップ)の説明を、図表を交えて記載してください(各フェーズの目標、技術レベル(TRL)、開発アイテムが分かる程度)。	Comment by 作成者: 研究開発フェーズ： 提案者が定義する研究開発フェーズを明示。 読み手に伝わる名称としてください。
例）フェーズ1：＊＊の 要素技術開発、 フェーズ2： ＊＊＊の自動化、 フェーズ3：＊＊の品質・信頼性検証  等々  
＊年度ごとの到達目標と関連付けされており、1年～複数年度単位で何を行うのかが明瞭になる程度に提案者の意図を明示する（別紙2参照）

· 【重要】 ここでの記載内容は、「2．研究開発テーマの設定」 で記載いただいた事項、および 以下の3.1.2項、3.1.3項にて示していただく内容を説明する(全体を俯瞰する)概要であって、該当する研究開発項目の項目①～項目⑤ の項目番号、テーマ名称と 一致していることがわかるよう、項目①～項目⑤、および テーマ名を明示してください。

· 【重要】NEDO事業期間内であって、NEDO事業に該当しない事項を記載する必要性がある場合は、それが識別できるように明示し、説明してださい(本提案のNEDO事業の必要性、必然性を示す事項・内容の記載としてください)。
· 【重要】TRLの記載に当たっては、バイオものづくり社会実装の目的、目標、効果と、スピード感の重要性をふまえ、よく精査してください。
· 【重要】なお、最初のゲート審査は、2025年度の第4四半期ころに実施する予定です。それ以降のゲート審査(SG審査)はNEDO（社会実装・技術推進委員会）が定めます。
· 各研究開発項目・テーマ間のつながり(関連性、必然性、テーマ設定の妥当性)が読み手にとって容易に理解できるよう記載し、プロセスフロー(ものづくりの製造フロー等)の説明図表を付す等の工夫をしてください。
· キーとなる革新的技術、要素技術や低コスト化技術、バイオものづくりによる変革技術について、論理的に、かつわかりやすく記載してください。1.3項 で記載いただいた ロードマップ、戦略と紐づいていることが求められます。	Comment by 作成者: 別紙1 応募基礎情報 の「社会実装計画(応募概要)」に記載する概要と整合していることを確認。
· 各研究開発テーマの役割分担(提案者、再委託先・共同実施先(委託事業)、委託先・共同研究先(助成事業)の各々の役割分担、また必要に応じてそれ以外の協力者の役割分担が、読み手に伝わるよう記載してください。必要に応じて図表を挿入してください。
· NEDO事業期間中の研究開発で何をアウトプットしたいのか/すべきなのか、読み手に伝わるよう記載してください。
· アウトプットの製品や半製品(原材料等)、サービスについて、提案する研究開発の直接的なアウトプットと、直接的なアウトプットを使ってその先に自他で創出される間接的あるいは最終的なアウトプットがそれぞれ何であるのか、容易に理解できる程度に記載ください(本提案の研究開発事項による直接的な成果物を明確にした上で、その研究開発を実施する意義、価値が明示されていることが望ましい)。必要に応じて図表を挿入してください。
· 直接的なアウトプットを社会実装する上で、本提案の研究開発が、その先に自他で創出される間接的あるいは最終的なアウトプットの、社会実装につながることの確からしさについても必要に応じて記載してください。
· 研究開発項目⑤ のご提案は、1.3項 で記載いただいた ロードマップ、戦略と紐づいていることが求められます。特に、標準化、製品認証等、提案内容に沿って社会実装のうえで必要とお考えになる取組みについて記載されていることが期待されます。
· 事業規模によって助成率が異なる研究開発項目があります。必ず、研究開発計画、公募要領を確認してください。
· 【重要】TRLの設定にあたって、必ず研究開発計画を確認してください。
· 【重要】TRL　の定義についても、研究開発計画を確認してください。
· 【重要】その上で、TRLの設定が、次の3.1.2項、 および 3.1.3項 の記載内容と整合していことを確認してください。
· 【重要】研究開発項目③ は TRL によって 助成率が変動します。十分に注意してください。  TRLの妥当性、根拠を 3.1.3 で明示していることを確認してください。
· 記載にあたっては、別添7_バイオものづくり革命_提案プレゼン資料【受理番号_代表法人名】  も参考にしてください。
· 必要に応じ、次のような図表も参考の上、分かりやすく記載してください。
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3.1.2　実施計画
　本NEDO事業で実施する研究開発の計画を、「別紙2 実施計画」に研究開発項目、研究開発テーマごとに示す。3.1.1 実施概要 で示した研究開発フェーズ・目標を1年毎の達成目標・KPI/定量的目標到達指標にブレークダウンし示す。あわせて課題と施策、実施内容を示す。

【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】	Comment by 作成者: 緑色文字の説明は、応募時、削除してください。 
· NEDO事業期間中の 研究開発実施計画を、別紙2 実施計画 に示してください。研究開発項目ごとの 計画シートです。応募しない研究開発項目のシートは、削除してください。
· 記載にあたり、「説明(計画)」シートも確認してください。
· 提案する、研究開発テーマ (B列)を明示してください。3.1.1 実施概要で記載の研究開発フェーズをF列に反映してください。
· テーマごとに、1年ごとの達成目標(H列)、そのKPI/定量的目標到達指標(I列)を明示ください。あわせて、その年度初め（4月）時点および年度末(3月)時点のTRLを示してください（D、E列）。 また、1年ごとに設定した達成目標、KPI/定量的目標到達指標 を達成するにあたっての技術的課題（J列）、研究開発実施内容(施策・解決手段)(K列)を明瞭端的に明示してください。
· 1年の期間(定義)は、4月～翌年3月 とします（他にご提出いただく書類についても、年度の期間(定義)は同じ 4月～翌年3月です）。
· 実施者（提案者、再委託先・共同実施先(委託事業)、委託先・共同研究先(助成事業)）を明示してください（L列）。実施者が同一テーマ・同一年度において複数の場合、課題欄(J列)、実施内容欄(K列)記載の実施者間の役割分担が分かるよう記載してください。 
· N列に、到達目標(H列)およびKPI/定量的目標到達指標 (I列)を設定した際の設定の考え方、設定根拠を記載してください。
· 「備考(予算に関する説明)」欄(O列)には、提案者が示す予算にかかわる重要な案件等について必要性、妥当性が分かる程度に端的に説明してください。
提案者が示す予算にかかわる重要な案件等については、次の項目種別にかかわらず明示ください(土木・建設工事費、機械装置等制作・購入費、保守・改造費、消耗品費、外注費、諸経費、備品費、物品費、等)。 複数の事業者にて予算だてし実施する場合は、担当事業者を明示ください。
· 予算に関する詳細説明(必要性、妥当性の詳細)は、3.1.3項の 実施内容（項目ごと詳細）で必要な程度に記載ください。
· NEDO事業開始年の技術状況（インプット）と終了年におけるアウトプットの関係がわかるよう、現状(定量的指標)（G列）にNEDO事業開始年の技術状況を定量的表現を含めて簡素に記載ください。
· 全体として、原則、箇条書きの粒度で明瞭に記載してください。
· 研究開発の意義とアウトプット、価値創出、実施(内容)の必要性、妥当性が 端的に読み手に伝わるようにしてください。記載事項の詳細は、3.1.3項で記載、説明するものとします。
· 事業規模によって助成率が異なる研究開発項目があります。必ず、研究開発計画、公募要領を確認してください。
· 【重要】TRLの設定にあたって、必ず研究開発計画を確認してください。
· 【重要】その上で、TRLの設定が、次の3.1.3項 の記載内容と整合していことを確認してください。
· 【重要】TRLの妥当性、根拠を、次の3.1.3項で明示していることを確認してください。
· 【重要】研究開発項目③ は TRL によって 助成率が変動します。十分に注意してください。  TRLの妥当性、根拠を 3.1.3項 で明示していることを確認してください。
· 【重要】事業期間5年に対し、延長する場合は、「別紙2 実施計画」に6年目以降の内容を記載するとともに(行を追加して記載）、 次の3.1.3項でその理由を5年目の記載事項の後に明瞭に記載の上、6年目以降を足して記載してください。




3.1.3 実施内容(項目ごと詳細)	Comment by 作成者: 3.1.2  実施計画 の、 別紙2_実施計画   記載事項の、詳細説明をしてください。
研究開発項目、研究開発テーマごとに、研究開発実施内容の詳細を示す。現時点の技術状況と技術レベル、NEDO事業終了時のアウトプット目標を示した上で、各年度(4月～翌年3月)の実施内容を示す。具体的には、各年度ごとの到達目標、KPI/定量的目標到達指標、目標設定の考え方(根拠)、課題と施策、具体的実施内容を示す。実施内容の項で、予算執行の必要性、妥当性(予算額妥当性含む)を説明する。また、実現可能性を説明をする。その際、実現するにあたってのリスク・成功確率・リスクに対するバックアップ施策を示す。

研究開発項目：②-b (委託)	Comment by 作成者: 青字は記載例です。該当する項番を記載します。応募時に 青字→黒字に変換してください。	Comment by 作成者: 該当する、項目と、 (委託) / (助成)を記載。
テーマ1： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 	Comment by 作成者: 2章 開発テーマの設定　の記載事項と一致していること	Comment by 作成者: 青字は記載例です。応募時に 青字→黒字に変換してください。 各研究開発項目ごとにテーマ番号を1 から 昇順で付してください。
テーマの番号は、「２．研究開発テーマの設定」 の記載事項、  別紙1  実施計画  の記載事項と整合していることを確認してください。	Comment by 作成者: 記載事項(提案書記載)は、 応募時、青字→黒字 に変換してください。テーマ名と担当事業者を記載。担当事業者名の対象：提案者、再委託先・共同実施先(委託事業)、委託先・共同研究先(助成事業)。
	　○○株式会社、△△△大学
・現時点の技術状況：
	 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (TRL〇)	Comment by 作成者: TRLのレベルを明示ください
・NEDO事業終了時のアウトプット目標：
	 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (TRL7)	Comment by 作成者: NEDO事業終了時は TRL7 以上であることが求められています。 
	Comment by 作成者: 【重要】 「・NEDO事業終了時のアウトプット目標」記載事項と、「・各年度の実施内容：」の間(スペース)に、 「 ・【詳細】 」 を挿入、明示した上で  該当する研究開発項目特有の説明を加えることを妨げない。ただし、ポイントを絞って、明瞭端的に示すこと。
・各年度の実施内容：
【2024年度】
	・到達目標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊	Comment by 作成者: 各年度の到達目標を記載。
	・KPI/定量的目標到達指標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  	Comment by 作成者: 各年度のKPI/定量的目標到達指標 を記載。
　　　　・到達TRL： TRL〇	Comment by 作成者: 年度内の到達TRL を記載。
	・目標設定の考え方：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・課題と施策：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・実施内容：	Comment by 作成者: 予算執行する機械設備等費についても説明。その予算発生の必要性、妥当性を説明。
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。	Comment by 作成者: 必要に応じて、図表を挿入してください。
	　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(○○株式会社)。	Comment by 作成者: 各事業者の役割分担が分かるように記載。 予算の振り分けについても、どの事業者が受けもつ予算なのかがわかるように記載。
	　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(△△△大学)。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。

　　
	
	予算名称	Comment by 作成者: 名称： 本提案書と、「別紙6_項目ごと積算総括表  項目別明細表」に記載の名称を  完全一致させること。 (例えば、「項目別明細表」に記載の名称を本提案書にコピー＆ペーストする等の工夫を考慮）
	用途と必要性の説明・妥当性(予算額含む)の説明	Comment by 作成者: 予算を各年度に適切に割り当てる。予算額の妥当性・根拠の説明を含める。
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	3	Comment by 作成者: 行を追加、もしくは削除する。空欄が無いようにする。
	
	





　　　
【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】	Comment by 作成者: 緑色文字の説明は、応募時、削除してください。 
· 複数事業者が実施する案件では、役割分担が明瞭となるよう、どの事業者が何を担当（実施）するのかがわかるよう、記載してください（再委託先・共同実施先(委託事業)、委託先・共同研究先(助成事業)も対象です）。
· あわせて、その年度に事業者側で予算執行する予算上重要な案件等については、次の項目種別にかかわらず明示ください(土木・建設工事費、機械装置等制作・購入費、保守・改造費、消耗品費、外注費、諸経費、備品費、物品費、等)。 複数の事業者が予算立てし実施する対象の場合、担当事業者を必ず明示してください。
· 複数の研究開発項目(例えば項目③と項目④)にまたがる予算事案(例えば建屋の設計、建設等)については、按分で予算対象を明示します(例えば項目③と項目④で、共通の建屋であって、見積上分解できない場合、建屋費用を項目③と項目④で按分)。按分の予算は、該当する研究開発項目それぞれに記載し、その説明をします。按分の場合、按分する率の妥当性がわかる程度に記載してください。
· プラントや建屋を設計および建設する場合、研究開発として必要な理由、積算根拠に加え、規模の根拠、開始年の妥当性も記載説明します。




【2025年度】 ゲート審査年度(SG審査年度)	Comment by 作成者: 1回目ゲート審査は、2025年度第4四半期頃に実施。 その他の【2025年度】も、必ず 「 【2025年度】 ゲート審査年度(SG審査年度)  」と記載すること。
 ＊ 2回目以降はNEDOが設定します。
	・到達目標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
	・KPI/定量的目標到達指標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
　　　　・到達TRL： TRL〇
	・目標設定の考え方：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・課題と施策：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・実施内容：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(○○株式会社)。
	　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(△△△大学)。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。

	
	予算名称	Comment by 作成者: 名称： 本提案書と、「別紙6_項目ごと積算総括表  項目別明細表」に記載の名称を  完全一致させること。 (例えば、「項目別明細表」に記載の名称を本提案書にコピー＆ペーストする等の工夫を考慮）
	用途と必要性の説明・妥当性(予算額含む)の説明	Comment by 作成者: 予算を各年度に適切に割り当てる。予算額の妥当性・根拠の説明を含める。
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	3	Comment by 作成者: 行を追加、もしくは削除する。空欄が無いようにする。
	
	




【2026年度】
	・到達目標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
	・KPI/定量的目標到達指標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
　　　　・到達TRL： TRL〇
	・目標設定の考え方：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・課題と施策：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・実施内容：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(○○株式会社)。
	　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(△△△大学)。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。

	
	予算名称	Comment by 作成者: 名称： 本提案書と、「別紙6_項目ごと積算総括表  項目別明細表」に記載の名称を  完全一致させること。 (例えば、「項目別明細表」に記載の名称を本提案書にコピー＆ペーストする等の工夫を考慮）
	用途と必要性の説明・妥当性(予算額含む)の説明	Comment by 作成者: 予算を各年度に適切に割り当てる。予算額の妥当性・根拠の説明を含める。
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【2027年度】
	・到達目標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
	・KPI/定量的目標到達指標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
　　　　・到達TRL： TRL〇
	・目標設定の考え方：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・課題と施策：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・実施内容：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(○○株式会社)。
	　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(△△△大学)。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。

	
	予算名称	Comment by 作成者: 名称： 本提案書と、「別紙6_項目ごと積算総括表  項目別明細表」に記載の名称を  完全一致させること。 (例えば、「項目別明細表」に記載の名称を本提案書にコピー＆ペーストする等の工夫を考慮）
	用途と必要性の説明・妥当性(予算額含む)の説明	Comment by 作成者: 予算を各年度に適切に割り当てる。予算額の妥当性・根拠の説明を含める。

	1	Comment by 作成者: 適用する機械装置等についても明瞭にする。(事業者側で事業者検収・支払いする年度の機械装置等費を各年度に適切に割り当てる）
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【2028年度】	Comment by 作成者: 研究開発期間5年を1年～3年 延長する場合は、2029年度以降も同様に記載してください。
	・到達目標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
	・KPI/定量的目標到達指標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
　　　　・到達TRL： TRL〇
	・目標設定の考え方：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・課題と施策：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・実施内容：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(○○株式会社)。
	　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(△△△大学)。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。

	
	予算名称	Comment by 作成者: 名称： 本提案書と、「別紙6_項目ごと積算総括表  項目別明細表」に記載の名称を  完全一致させること。 (例えば、「項目別明細表」に記載の名称を本提案書にコピー＆ペーストする等の工夫を考慮）
	用途と必要性の説明・妥当性(予算額含む)の説明	Comment by 作成者: 予算を各年度に適切に割り当てる。予算額の妥当性・根拠の説明を含める。

	1	Comment by 作成者: 適用する機械装置等についても明瞭にする。(事業者側で事業者検収・支払いする年度の機械装置等費を各年度に適切に割り当てる）
	
	

	2
	
	

	3	Comment by 作成者: 行を追加、もしくは削除する。空欄が無いようにする。
	
	




・実現可能性：
	① リスクの説明：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。	　
	② 成功確率： □□ %	Comment by 作成者: 記載オプション： 成功確率は、各年度で示してもよい。
	③ リスクに対するバックアップ施策の説明
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	Comment by 作成者: 研究開発期間5年に対し、期間を延長する提案とする場合は、2028年度の記載事項の後に、期間を延長する理由説明を必ず記載すること。 
その上で、2029年度以降を記載（研究開発計画を確認すること）。

【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】	Comment by 作成者: 緑色文字の説明は、応募時、削除してください。 
· 以下の研究開発項目⑤ の提案においては、1.3項 で記載いただいた ロードマップ、戦略と紐づいていることが求められます。特に、標準化、製品認証等、提案内容に応じて社会実装のうえで必要と考える取組みについては記載してください(記載にあたり、研究開発計画を確認してください)。


研究開発項目：⑤ (委託)	Comment by 作成者: (委託)、（助成) のどちらか該当するほうを記載。
テーマ1： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
	　○○株式会社、株式会社○○〇、△△△大学
・現時点の技術状況：
	 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (TRL〇)
・NEDO事業終了時のアウトプット目標：
	 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (TRL7)
	Comment by 作成者: 【重要】 「・NEDO事業終了時のアウトプット目標」記載事項と、「・各年度の実施内容：」の間(スペース)に、 「 ・【詳細】 」 を挿入、明示した上で  該当する研究開発項目特有の説明を加えることを妨げない。ただし、ポイントを絞って、明瞭端的に示すこと。
・各年度の実施内容：
【2024年度】
	・到達目標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
	・KPI/定量的目標到達指標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
　　　　・到達TRL： TRL〇
	・目標設定の考え方：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・課題と施策：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・実施内容：	Comment by 作成者: 予算執行する機械設備等費についても説明。その予算発生の必要性、妥当性を説明。
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(○○株式会社)。
	　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(株式会社○○〇)。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(△△△大学)。
　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。

	
	予算名称	Comment by 作成者: 名称： 本提案書と、「別紙6_項目ごと積算総括表  項目別明細表」に記載の名称を  完全一致させること。 (例えば、「項目別明細表」に記載の名称を本提案書にコピー＆ペーストする等の工夫を考慮）
	用途と必要性の説明・妥当性(予算額含む)の説明	Comment by 作成者: 予算を各年度に適切に割り当てる。予算額の妥当性・根拠の説明を含める。

	1	Comment by 作成者: 適用する機械装置等についても明瞭にする。(事業者側で事業者検収・支払いする年度の機械装置等費を各年度に適切に割り当てる）
	
	

	2
	
	

	3	Comment by 作成者: 行を追加、もしくは削除する。空欄が無いようにする。
	
	




【2025年度】 ゲート審査年度(SG審査年度)	Comment by 作成者: 1回目ゲート審査は、2025年度第4四半期頃に実施。 その他の【2025年度】も、必ず 「 【2025年度】 ゲート審査年度(SG審査年度)  」と記載すること。
 ＊ 2回目以降もNEDOが設定します。
	・到達目標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
	・KPI/定量的目標到達指標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
　　　　・到達TRL： TRL〇
	・目標設定の考え方：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・課題と施策：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・実施内容：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(○○株式会社)。
	　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(株式会社○○〇)。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(△△△大学)。
　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。

	
	予算名称	Comment by 作成者: 名称： 本提案書と、「別紙6_項目ごと積算総括表  項目別明細表」に記載の名称を  完全一致させること。 (例えば、「項目別明細表」に記載の名称を本提案書にコピー＆ペーストする等の工夫を考慮）
	用途と必要性の説明・妥当性(予算額含む)の説明	Comment by 作成者: 予算を各年度に適切に割り当てる。予算額の妥当性・根拠の説明を含める。

	1	Comment by 作成者: 適用する機械装置等についても明瞭にする。(事業者側で事業者検収・支払いする年度の機械装置等費を各年度に適切に割り当てる）
	
	

	2
	
	

	3	Comment by 作成者: 行を追加、もしくは削除する。空欄が無いようにする。
	
	




【2026年度】
	・到達目標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
	・KPI/定量的目標到達指標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
　　　　・到達TRL： TRL〇
	・目標設定の考え方：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・課題と施策：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・実施内容：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(○○株式会社)。
	　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(株式会社○○〇)。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(△△△大学)。
　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。

	
	予算名称	Comment by 作成者: 名称： 本提案書と、「別紙6_項目ごと積算総括表  項目別明細表」に記載の名称を  完全一致させること。 (例えば、「項目別明細表」に記載の名称を本提案書にコピー＆ペーストする等の工夫を考慮）
	用途と必要性の説明・妥当性(予算額含む)の説明	Comment by 作成者: 予算を各年度に適切に割り当てる。予算額の妥当性・根拠の説明を含める。

	1	Comment by 作成者: 適用する機械装置等についても明瞭にする。(事業者側で事業者検収・支払いする年度の機械装置等費を各年度に適切に割り当てる）
	
	

	2
	
	

	3	Comment by 作成者: 行を追加、もしくは削除する。空欄が無いようにする。
	
	




【2027年度】
	・到達目標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
	・KPI/定量的目標到達指標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
　　　　・到達TRL： TRL〇
	・目標設定の考え方：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・課題と施策：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・実施内容：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(○○株式会社)。
	　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(株式会社○○〇)。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(△△△大学)。
　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。

	
	予算名称	Comment by 作成者: 名称： 本提案書と、「別紙6_項目ごと積算総括表  項目別明細表」に記載の名称を  完全一致させること。 (例えば、「項目別明細表」に記載の名称を本提案書にコピー＆ペーストする等の工夫を考慮）
	用途と必要性の説明・妥当性(予算額含む)の説明	Comment by 作成者: 予算を各年度に適切に割り当てる。予算額の妥当性・根拠の説明を含める。

	1	Comment by 作成者: 適用する機械装置等についても明瞭にする。(事業者側で事業者検収・支払いする年度の機械装置等費を各年度に適切に割り当てる）
	
	

	2
	
	

	3	Comment by 作成者: 行を追加、もしくは削除する。空欄が無いようにする。
	
	




【2028年度】
	・到達目標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
	・KPI/定量的目標到達指標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
　　　　・到達TRL： TRL〇
	・目標設定の考え方：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・課題と施策：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・実施内容：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(○○株式会社)。
	　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(株式会社○○〇)。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(△△△大学)。
　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。

	
	予算名称	Comment by 作成者: 名称： 本提案書と、「別紙6_項目ごと積算総括表  項目別明細表」に記載の名称を  完全一致させること。 (例えば、「項目別明細表」に記載の名称を本提案書にコピー＆ペーストする等の工夫を考慮）
	用途と必要性の説明・妥当性(予算額含む)の説明	Comment by 作成者: 予算を各年度に適切に割り当てる。予算額の妥当性・根拠の説明を含める。

	1	Comment by 作成者: 適用する機械装置等についても明瞭にする。(事業者側で事業者検収・支払いする年度の機械装置等費を各年度に適切に割り当てる）
	
	

	2
	
	

	3	Comment by 作成者: 行を追加、もしくは削除する。空欄が無いようにする。
	
	




・実現可能性：
	① リスクの説明：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。	　
	② 成功確率： □□ %	Comment by 作成者: 記載オプション： 成功確率は、各年度で示してもよい。
	③ リスクに対するバックアップ施策の説明
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。


	Comment by 作成者: 研究開発期間5年に対し、期間を延長する提案とする場合は、2028年度の記載事項の後に、期間を延長する理由説明を必ず記載すること。 
その上で、2029年度以降を記載（研究開発計画を確認すること）。


研究開発項目：⑤ (委託)	Comment by 作成者: (委託)、（助成) のどちらか該当するほうを記載。
テーマ2： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
	　○○株式会社、株式会社○○〇、□□□株式会社
・現時点の技術状況：
	 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (TRL〇)
・NEDO事業終了時のアウトプット目標：
	 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ (TRL7)
	Comment by 作成者: 【重要】 「・NEDO事業終了時のアウトプット目標」記載事項と、「・各年度の実施内容：」の間(スペース)に、 「 ・【詳細】 」 を挿入、明示した上で  該当する研究開発項目特有の説明を加えることを妨げない。ただし、ポイントを絞って、明瞭端的に示すこと。
・各年度の実施内容：
【2024年度】
	・到達目標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
	・KPI/定量的目標到達指標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
　　　　・到達TRL： TRL〇
	・目標設定の考え方：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・課題と施策：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・実施内容：	Comment by 作成者: 予算執行する機械設備等費についても説明。その予算発生の必要性、妥当性を説明。
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(○○株式会社)。
	　＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(株式会社○○〇)。
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊(□□□株式会社)。
　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。

	
	予算名称	Comment by 作成者: 名称： 本提案書と、「別紙6_項目ごと積算総括表  項目別明細表」に記載の名称を  完全一致させること。 (例えば、「項目別明細表」に記載の名称を本提案書にコピー＆ペーストする等の工夫を考慮）
	用途と必要性の説明・妥当性(予算額含む)の説明	Comment by 作成者: 予算を各年度に適切に割り当てる。予算額の妥当性・根拠の説明を含める。

	1	Comment by 作成者: 適用する機械装置等についても明瞭にする。(事業者側で事業者検収・支払いする年度の機械装置等費を各年度に適切に割り当てる）
	
	

	2
	
	

	3	Comment by 作成者: 行を追加、もしくは削除する。空欄が無いようにする。
	
	




【2025年度】 ゲート審査年度(SG審査年度)	Comment by 作成者: 1回目ゲート審査は、2025年度第4四半期頃に実施。 その他の【2025年度】も、必ず 「 【2025年度】 ゲート審査年度(SG審査年度)  」と記載すること。
 ＊ 2回目以降もNEDOが設定します。
	・到達目標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
	・KPI/定量的目標到達指標： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
　　　　・到達TRL： TRL〇
	・目標設定の考え方：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
	・課題と施策：
	　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。


【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】
＊＊＊＊＊＊＊＊以下同様な形式で項目を追加ください＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊




3.2 研究開発体制
3.2.1 管理者（共同提案の場合、機関ごとに記載）　　　

代表提案者：○○○○株式会社
　　研究開発責任者　　：　所属　○○○○○部○○課	氏名　○○　○○	Comment by 作成者: 応募時、 青字 → 黒字に変換。
　　　　　　　　　　　　　電話　**-****-****（内線）	FAX　**-****-****	Comment by 作成者: 緊急時につながる電話番号を記載することが望ましい
担当者の直通番号、携帯番号等	Comment by 作成者: FAX の記載は任意(必須ではない）。FAX番号を記載しない場合は削除。
　　経理責任者　　　　：　所属　○○○○○部○○課	氏名　○○　○○
　　　　　　　　　　　　　電話　**-****-****（内線）	FAX　**-****-***
事務担当窓口　　　：　所属　○○○○○部○○課	氏名　○○　○○
　　　　　　　　　　　　　電話　**-****-****（内線） FAX　**-****-***

共同提案者：○○○○株式会社
　　研究開発責任者　　：　所属　○○○○○部○○課	氏名　○○　○○
　　　　　　　　　　　　　電話　**-****-****（内線）	FAX　**-****-****
　　経理責任者　　　　：　所属　○○○○○部○○課	氏名　○○　○○
　　　　　　　　　　　　　電話　**-****-****（内線）	FAX　**-****-***
事務担当窓口　　　：　所属　○○○○○部○○課	氏名　○○　○○
　　　　　　　　　　　　　電話　**-****-****（内線） FAX　**-****-***


【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】　   
· 本NEDO事業の研究開発を遂行する上での実施体制について記載します。 
· 別紙4_体制図 の「研究開発 体制図」シートに記載の上、本紙に体制図を貼り付けます。また、別紙4はパワーポイントフォーマットのまま、ファイル名を 別紙1 応募者基礎情報 「書類チェックリスト」に従い適切にした上で提出ください。
· 体制図には、提案者と、再委託先・共同実施先(委託事業)、委託先・共同研究先(助成事業)の分担関係、研究開発項目間のテーマの関係を示すことにります。
· 各事業者名、研究開発実施場所、テーマ名を記載します。
· 項目ごと(場合によってはテーマごと)の研究開発総額と国費負担、および、国費負担額のうちの再委託先等(再委託先・共同実施先(委託事業)、および委託先・共同研究先(助成事業)) の国費割当額(内訳)についても、項目ごと(場合によってはテーマごと)に記載します。
· 記載する研究開発総額、国費、うち国費割当額(内訳)は、別紙6 各年度予算額内訳、別紙7_項目ごと積算総括表、別紙8_積算総括グラフ、提案書の 様式1 提案概要に記載の「提案事業費用」と整合していることを確認してください。
· 大学、研究機関等のみで提案する場合は、別紙3 事業戦略ビジョン に自立運用体制を確立する計画であることを示してください。	Comment by 作成者: 研究開発計画 を参照   
· 実施企業等の取り組み（社会実装等）に必要となる共通基盤技術の開発等に取り組むものとして提案される場合には、採択後に想定される本事業の他の研究開発内容の実施者等との連携内容が具体的にわかるように記載してください。

　


3.2.2 実施体制
（1） 研究開発の実施体制図
研究開発の実施体制スキームを下図および 別紙4 体制図に示す。	Comment by 作成者: 再委託先・共同実施先(委託事業)、委託先・共同研究先(助成事業)も含めて、全体のスキームを分担がわかるように記載してください。
＊全体像が分かるように、一つのツリーで作成してください（別紙3_体制図.ppt を用いる）	Comment by 作成者: 別紙3_体制図.ppt に記載の上、本紙、様式2_実施計画(提案)へコピー＆ペースト	Comment by 作成者: 事業者ごとに枠(四角の枠囲い）を設け、矢印で体制の関係性が分かるようにする。 一つの枠内に複数の事業者を記載しないよう注意。


[image: ]



（２）助成先および委託先、分担先、分室における研究体制
別紙5 体制表  「助成先・委託先_事業者名」 シートに事業者ごとの研究体制を示す。	Comment by 作成者: 提案者 の記載シート。 提案者ごとにシート作成。シート名には事業者名を追記。 

（３）委託先（助成）及び再委託先（委託）、共同研究・実施先（助成・委託）における研究体制
別紙5 体制表  「(再)委託先・共同研究_事業者名」 シート　に事業者ごとの研究体制を示す。	Comment by 作成者: 再委託先・共同実施先(委託事業)、委託先・共同研究先(助成事業) の記載シート。事業者ごとにシート作成。シート名には事業者名を追記。


（４）役割と連携方法
① 役割	Comment by 作成者: 研究開発項目のうち、各者が実施する責任の範囲、役割を明確に記載してください。
研究開発項目ごとに記載してください。
· 研究開発項目□	Comment by 作成者: □ ＝ 研究開発項目番号
· 全体の取りまとめは、〇〇株式会社 が行う	Comment by 作成者: 応募時、 青字 → 黒字 に変換
· ○○株式会社は、xxxxxxxxxxxxx  を担当する	Comment by 作成者: ○○ ＝ 事業者 の対象： 提案者、再委託先・共同実施先(委託事業)、委託先・共同研究先(助成事業)	Comment by 作成者: xxx ＝研究開発内容
· 株式会社○○は、xxxxxxxxxxxを担当する
· ○○大学は、xxxxxxxxxxxxを担当する
· ○△○は、xxxxxxxxxxxxxを担当する

· 研究開発項目□	Comment by 作成者: □ ＝ 研究開発項目番号
· 全体の取りまとめは、〇〇株式会社 が行う	Comment by 作成者: 応募時、 青字 → 黒字 に変換
· ○○株式会社は、xxxxxxxxxxxxx  を担当する	Comment by 作成者: ○○ ＝ 事業者	Comment by 作成者: xxx ＝研究開発内容
· 株式会社○○は、xxxxxxxxxxxを担当する
· ○○大学は、xxxxxxxxxxxxを担当する
· ○△○は、xxxxxxxxxxxxxを担当する

· 研究開発項目□	Comment by 作成者: □ ＝ 研究開発項目番号
· 全体の取りまとめは、〇〇株式会社 が行う	Comment by 作成者: 応募時、 青字 → 黒字 に変換
· ○○株式会社は、xxxxxxxxxxxxx  を担当する	Comment by 作成者: ○○ ＝ 事業者 の対象： 提案者、再委託先・共同実施先(委託事業)、委託先・共同研究先(助成事業)	Comment by 作成者: xxx ＝研究開発内容
· 株式会社○○は、xxxxxxxxxxxを担当する
· ○○大学は、xxxxxxxxxxxxを担当する
· ○△○は、xxxxxxxxxxxxxを担当する
· 


② 研究開発における連携方法（共同提案者間の連携）
· ～～～～～～～～～～～～
· ～～～～～～～～～～～～

③ 共同提案者以外の本事業における他実施者等との連携	Comment by 作成者: 特に大学、研究機関等のみで提案する場合、この記載は必須
· ～～～～～～～～～～～～～～～～～
· ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




（５）再委託先・共同実施先／委託先・共同研究先の妥当性	Comment by 作成者: 事業者ごとに記載
① ＊＊＊株式会社
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊。

② 株式会社＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊。

② ＊＊＊大学
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊＊＊＊。

【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】
· 委託事業における再委託先・共同実施先、および 助成事業における委託先・共同研究先（共同実施者・共同研究者：○○教授等も記載）の、 本提案に関する保有技術、これまでの実績、提案者との関係など、妥当性を記載ください。

記載例）研究開発内容「〇〇〇〇」を担当する共同研究先の●●教授は、これまで●●の研究を行ってきており、本事業においても●●に係る開発を行うため、本事業の事業化を加速する意味でも参画は妥当である。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   
3.2.3 研究実施場所
【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】
· 提案された研究開発を実施する場所とその選定した理由を記載してください。事業者ごとに記載してください。	Comment by 作成者: 緑色文字(説明) は 応募時削除。

1 ＊＊＊株式会社
1) 場所：○○○○○研究所（＊＊＊県＊＊市）	Comment by 作成者: 記載例です。
一部、本邦外で実施する場合、その理由も加えて記載してください。
選定理由　：□□□□□＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊□□□

2) 分担研究所：△△△△△研究所（＊＊＊県＊＊市）   
選定理由　：□□□＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊□□□□□

2  株式会社＊＊＊
1) 研究所：○○○○○研究所（＊＊＊県＊＊市）
選定理由　：□□□□□＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊□□□

2) 分担事業所：△△△△△株式会社（＊＊＊県＊＊市）    
選定理由　：□□□□□＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊□□□□□□□



3.3 当該技術又は関連技術の研究開発実績（技術的優位性）
3.3.1 当該提案に有用な研究開発実績
【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】
· 実施者が有し、本事業の研究開発を行う上で円滑な遂行に資すると考えられる既存の技術等（知的財産、論文、製品・サービス、知見、ノウハウ、経験、設備、人材等）を記載してください。
· 携わる全ての研究機関（提案者、再委託先・共同実施先(委託事業)、委託先・共同研究先(助成事業)）を対象に説明してください。その際、どの技術等をどの実施主体が有しているか、をエビデンス（出展）とともに明記してください。
· 加えて、国内外の競合他社に対する技術的優位性（性能やコスト、実現時期等）及びリスク（脅威・弱点等）を整理してください。
· 国立研究開発法人又は公益法人については、当該技術分野において技術的な優位性を有すること、及び本研究開発に携わる必要性を明記してください。
· 提案する研究開発内容、テーマが複数ある場合は、それぞれについて作成してください。


①〇〇〇〇の開発
· 活用可能な技術等：
· ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～（○○株式会社）
· ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～（○○大学）
· ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～（○○研究所）
· （エビデンス）～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

· 競合他社に対する優位性・リスク
· 想定する競合他社：～～～～～～～～～～～
· 優位性：～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。
· リスク：～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。
· 
②〇〇〇〇の開発	Comment by 作成者: ①, ②, ③, ④・・・  と番号をふってください。
活用可能な技術、競合他社に対する優位性・リスク 等が 本提案の研究開発テーマ、内容と同じ場合は、その旨がわかるように記載。
· 活用可能な技術等：
· ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～（○○株式会社）
· ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～（○○大学）
· ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～（○○研究所）
· （エビデンス）～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

· 競合他社に対する優位性・リスク
· 想定する競合他社：～～～～～～～～～～～
· 優位性：～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。
· リスク：～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。




3.3.2 当該提案に使用する予定の現有設備・装置等の保有状況
【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】
· 本研究開発を進めるに当たって必要と考える主な設備の中で、応募者が保有する設備状況とその用途を記載してください。事業者別に記載してください（提案者、再委託先・共同実施先(委託事業)、委託先・共同研究先(助成事業)）。
（例　示）

〇〇〇株式会社
	       設　備　名　称
	                 内　　　　容
（使用目的・仕様等を記入してください）
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	




株式会社○○	Comment by 作成者: 事業者 ( 提案者、再委託先・共同実施先(委託事業)、委託先・共同研究先(助成事業) ) 分すべてを記載ください。 
	       設　備　名　称
	                 内　　　　容
（使用目的・仕様等を記入してください）
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	








3.4 実施スケジュールと予算
3.4.1 助成事業および委託事業期間
次の期間について提案する。
■助成期間：交付決定通知日　から　２０〇〇年３月３１日まで	Comment by 作成者: 提案していただく期間を記載(原則5年：5年を超える場合は、研究開発計画を参照）。年度を記載し、黒字に変換。
■委託期間：契約日から　２０〇〇年３月３１日まで


3.4.2 実施スケジュール	Comment by 作成者: ・3.1 研究開発実施計画  であげた各研究開発内容の実施スケジュールを記載してください。
・四半期の精度で記載してください。

	研究開発テーマ・内容
	２０２４年度	Comment by 作成者: 年度は、NEDOが扱う基準年度 (4月～3月)とする。
1Q: 4－6月, 2Q: 7－9月, ３Q : 10－12月, 4Q： 1－3月）
	２０２５年度

	
	１Q
	２Q
	３Q
	４Q
	１Q
	２Q
	３Q
	ｹﾞｰﾄ審査
４Q

	
1 
(b)助成(助成率: 1/2　 )
　　＊＊テーマ（1）＊＊＊
　　　〇〇〇〇　△△株式会社

　　＊＊テーマ（1）＊＊＊
　　　〇○○〇  □□株式会社



2 
(a）委託(助成率: 1/2　 )
＊＊テーマ（1）＊＊＊
　　〇〇〇〇  □□株式会社




3 助成
＊＊テーマ（1）＊＊＊
○○〇〇 □□株式会社
　　　　　(大企業)

＊＊テーマ（2）＊＊＊
○○〇〇 △△株式会社
　　　　　(中小企業)

＊＊テーマ（3）＊＊＊
　○○〇〇 △△株式会社


4 助成(助成率：　)
＊＊テーマ（1）＊＊＊
　○○〇〇
＊＊テーマ（2）＊＊＊
　○○〇〇
＊＊テーマ（3）＊＊＊
　○○〇〇


5 委託
＊＊テーマ（1）＊＊＊
　○○〇〇
＊＊テーマ（2）＊＊＊
　○○〇〇
＊＊テーマ（3）＊＊＊
　○○〇〇

	
	TRL〇
△△△△
TRL4
助成2/3

	項目③ は TRL で補助率が変わります。
TRLと補助率の関係が分かるよう記載してください。
(その設定妥当性、根拠は 3.1.3で明示）


	TRL〇
△△△△
KPI: *****

	TRL4
助成2/3
▼▼△△
KPI: *****

	TRL〇
△△△△
KPI: *****
TRL〇
△△△△
KPI: *****
TRL〇
△△△△
KPI: *****
TRL〇
△△△△
TRL5
助成2/3
△△△△
KPI: ****

	TRL〇
△△△△
TRL〇
△△△△
KPI: *****
TRL〇
△△△△
KPI: *****
TRL〇
助成〇/〇
△△△
TRL〇
助成〇/〇
△△△△
KPI: ****
TRL〇
助成〇/〇
▼▼△△
KPI: *****
TRL〇
助成〇/〇
△△△△
KPI: ****
TRL5
助成2/3
△△△△
KPI: ****
TRL4
助成2/3
▼▼△△
KPI: *****
TRL6
助成2/3
△△△△
KPI: ****
TRL4
助成2/3
TRL6
助成1/2
△△△△
KPI: ****

	TRL〇
△△△△
KPI: *****






	研究開発テーマ・内容
	２０２６年度
	２０２７年度
	２０２８年度	Comment by 作成者: 継続提案の場合： 2029年度以降の欄を追加し、記載。

	
	１Q
	２Q
	３Q
	４Q
	１Q
	２Q
	３Q
	４Q
	１Q
	２Q
	３Q
	４Q

	
①
(b)助成(助成率:　 )
　　＊＊テーマ（1）＊＊＊
　　　〇〇〇〇

　　＊＊テーマ（1）＊＊＊
　　　〇○○〇



6 
(b）委託
＊＊テーマ（1）＊＊＊
　　〇〇〇〇




7 助成
＊＊テーマ（1）＊＊＊
○○〇〇


＊＊テーマ（2）＊＊＊
　○○〇〇


＊＊テーマ（3）＊＊＊
　○○〇〇


8 助成(助成率：　)
＊＊テーマ（1）＊＊＊
　○○〇〇
＊＊テーマ（2）＊＊＊
　○○〇〇
＊＊テーマ（3）＊＊＊
　○○〇〇


9 委託
＊＊テーマ（1）＊＊＊
　○○〇〇
＊＊テーマ（2）＊＊＊
　○○〇〇
＊＊テーマ（3）＊＊＊
　○○〇〇

	
	
	
	
	
	項目③ は TRL で補助率が変わります。
TRLと補助率の関係が分かるよう記載してください。
(その設定妥当性、根拠は 3.1.3で明示）

	
	
	NEDO事業終了時点： TRL7以上が求められます

	
	
	TRL7
助成〇/〇
△△△△
KPI: ****




【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】	Comment by 作成者: 緑色文字の説明は、応募時、削除してください。 
· エクセルベースで作成し、ここに貼り付けることを推奨します。
· スケジュール作成にあたり、別添7_バイオものづくり革命_提案プレゼン資料【受理番号_代表法人名】  の 「研究開発スケジュール（毎年度の実施内容と達成目標）」を参考にしてください。
· 四半期ごとの粒度で作成してください。

· 提案する事業最終年度まで記載してください。NEDO事業終了時点で、各項目、TRL7以上であることが求めらます。
· 【重要】TRL を必ず記載してください。TRL設定の妥当性、根拠を 3.1.3項 で明示していることを確認してください。
· 到達目標、KPIを記載してください。
· 委託、助成の識別記載をしてください。
· 【重要】助成事業は 助成率 を必ず記載してください。 
· 【重要】 研究開発項目③ は TRL によって 助成率が変動します。十分に注意してください。  
· 【重要】事業規模によって助成率が異なる研究開発項目があります。必ず、研究開発計画、公募要領を確認してください。
· 1回目ゲート審査は2025年度 第4四半期までに実施予定です。2回目以降のゲート審査はNEDOが設定します。
· 【重要】 助成率について、下記をご確認ください。(出展：研究開発計画 第3版 経済産業省 商品・サービスクループ)。
① 未利用資源の収集・資源化のための開発・実証【委託・補助】
提案１件当たりの提案時の委託費と補助金額の合計は、原則として200 億円以下とする。
補助の場合には、1/2 の補助率を上限とする。
② 産業用微生物等の開発・育種及び微生物等改変プラットフォーム技術の高度化【委託・補助】
提案１件当たりの提案時の委託費は、原則として500 億円以下とする。
補助の場合には、原則として補助金額30 億円以下、1/2 の補助率を上限とする。
③ 微生物等による目的物質の製造技術の開発・実証【補助】
提案１件当たりの提案時の補助金額は、原則として800 億円以下とする。
TRL4～5（ベンチ～パイロット）に相当する技術開発については、2/3、TRL6（セミコマーシャル）
に相当する技術開発については、大企業は1/2、中小・ベンチャー企業は2/3、TRL7 以上（コマ
ーシャル）に相当する技術開発については、大企業は1/3、中小・ベンチャー企業は1/2 の補助
率を上限とする。SG を通過する度にTRL が上昇すると考えられることから、補助率はSG を境に低
減させる。
④ 微生物等によって製造した物質の分離・精製・加工技術の開発・実証【補助】
提案１件当たりの提案時の補助費は、原則として300 億円以下とする。
本項目では、大企業については1/3、中小・ベンチャー企業については1/2 の補助率を上限とする。
⑤ バイオものづくり製品の社会実装のための評価手法等の開発【委託】
提案１件当たりの提案時の委託費は、原則として10 億円以下とする。





3.4.3 予算の概算
別紙6「各年度予算額内訳」 に、NEDO事業期間中の各年度における提案者ごとの予算額執行額を研究開発項目別に示す。加えて、提案者の予算額に対する再委託先・共同実施先(委託事業)、委託先・共同研究先(助成事業)それぞれの内訳額を示す。	Comment by 作成者: 各提案者と再委託先等 との予算比率要件について、 最新版の事務処理マニュアル を必ず確認してください。
別紙7 「項目ごと積算総括表」 には、各研究開発項目ごとに、NEDO事業期間中の予算額詳細を示す。	Comment by 作成者: 「全期間総括表」、提案者ごとの「総括表」、再委託先・共同実施先(委託事業)、委託先・共同研究先(助成事業) ごとの総括内訳「総括表」、それら各年度の「項目別明細表」
別紙7は、別紙6「各年度予算額内訳」を細分化し、詳細に説明したものである。  
別紙8 「積算総括グラフ」には、別紙7をグラフ化したものを示す。



【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】	Comment by 作成者: 緑色文字の説明は、応募時、削除してください。 
· 【重要】 別紙6 「各年度予算額内訳」の記載を間違えないよう、十分に確認してください。応募後に間違えが見つかったとしても、予算額を修正することはできません。
· なお、提案者予算に対する、再委託先等 の予算内訳要件について、最新版の事務処理マニュアルを必ず確認してください。
　
· 事業規模によって助成率が異なる研究開発項目があります。必ず、研究開発計画、公募要領を確認してください。
· 【重要】研究開発項目③ は TRL によって 助成率が変動します。十分に注意してください。  TRLの妥当性、根拠を 3.1.3 で明示していることを確認してください。

· 【重要】応募前に、別紙6 に対し、別紙7、別紙8、様式1、別紙1の「応募者情報」の記載額が整合していることを必ず確認してください。 応募後、修正することはできません。整合していない場合、書類不受理となる場合があります。

· 【重要】 助成率について、下記をご確認ください(出展：研究開発計画 第3版 経済産業省 商品・サービスクループ)。
① 未利用資源の収集・資源化のための開発・実証【委託・補助】
提案１件当たりの提案時の委託費と補助金額の合計は、原則として200 億円以下とする。
補助の場合には、1/2 の補助率を上限とする。
② 産業用微生物等の開発・育種及び微生物等改変プラットフォーム技術の高度化【委託・補助】
提案１件当たりの提案時の委託費は、原則として500 億円以下とする。
補助の場合には、原則として補助金額30 億円以下、1/2 の補助率を上限とする。
③ 微生物等による目的物質の製造技術の開発・実証【補助】
提案１件当たりの提案時の補助金額は、原則として800 億円以下とする。
TRL4～5（ベンチ～パイロット）に相当する技術開発については、2/3、TRL6（セミコマーシャル）
に相当する技術開発については、大企業は1/2、中小・ベンチャー企業は2/3、TRL7 以上（コマ
ーシャル）に相当する技術開発については、大企業は1/3、中小・ベンチャー企業は1/2 の補助
率を上限とする。SG を通過する度にTRL が上昇すると考えられることから、補助率はSG を境に低
減させる。
④ 微生物等によって製造した物質の分離・精製・加工技術の開発・実証【補助】
提案１件当たりの提案時の補助費は、原則として300 億円以下とする。
本項目では、大企業については1/3、中小・ベンチャー企業については1/2 の補助率を上限とする。
⑤ バイオものづくり製品の社会実装のための評価手法等の開発【委託】
提案１件当たりの提案時の委託費は、原則として10 億円以下とする。





4．類似の研究開発
[bookmark: _Hlk153701877]4.1 現に実施あるいは応募している公的資金による類似の研究開発
　　該当有の場合、以下に制度名（配分機関名）、研究開発テーマ名、事業者名及び内容を説明する。
　　（対象は、提案者、再委託先・共同実施先(委託事業)、委託先・共同研究先(助成事業)のすべて）

該当有無： 　 有　　・　　無      (該当に〇)

1 ＊＊制度名＊＊＊	Comment by 作成者: 該当しない場合： 青字の記載を削除する
テーマ名：
事業者名：
内容

2 ＊＊制度名＊＊＊
テーマ名：
事業者名：
内容

3 ＊＊制度名＊＊＊
テーマ名：
事業者名：
内容

4 以下同様に記載

【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】
· 現に実施あるいは応募している公的資金による類似の研究開発がある場合には、制度名（配分機関名）、研究開発テーマ名、事業者名及び内容を説明してください。（再委託先等も含みます）


[bookmark: _Hlk153701940]4.2 現に実施している自己資金による類似の研究開発
　　本研究開発を受託した後も並行して類似の自社研究を続ける場合、その研究概要、目標（性能等）
および、受託を希望する研究と、類似の自社研究を明確に区別できることを説明する。
　　（対象は、提案者、再委託先・共同実施先(委託事業)、委託先・共同研究先(助成事業)のすべて）

該当有無： 　 有　　・　　無      (該当に〇)

1 　研究概要：	Comment by 作成者: 該当しない場合： 青字の記載を削除する
目標（性能等）：
区別できることの説明：

2 研究概要：
目標（性能等）：
区別できることの説明：

3 研究概要：
以下同様に記載


【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】
· 本研究開発を受託した後も並行して類似の自社研究を続ける場合には、その研究概要、目標（性能等）を明らかにしてください。また、受託を希望している研究と類似する自社研究を明確に区別できることを説明してください。（再委託先等も含みます）




5. 委託契約に関する合意	Comment by 作成者: 連名提案の場合は、
『「○○株式会社○○ ○○（代表者氏名）」、「□□株式会社○○ ○○（代表者氏名）」及び「○○ ○○（代表者氏名）」は、』
のように記載し、また、連名提案者全ての代表者（再委託先等は含まない）からの合意を得てください。
＊助成事業にのみ応募する場合には、本項目は不要ですので、削除してください。

　「○○株式会社○○　○○（代表者氏名：会社、法人としての代表者の氏名）」は、本研究開発テーマ「○○○○○の研究開発」の契約に際して、ＮＥＤＯから提示された契約書（案）に記載された条件に基づいて契約することに異存がないことを確認した上で提案書を提出します。また、業務の実施においては、ＮＥＤＯが提示する事務処理マニュアルに基づいて行います。	Comment by 作成者: 青字 → 黒字 に変換。	Comment by 作成者: 研究開発提案名  を記載。



6. 研究者経歴

　究開発責任者研究経歴書(委託)(様式3)、主任研究者研究経歴書(助成)(様式4)をそれぞれを以下に示す。 	Comment by 作成者: 添付3、および 添付4 を 貼り付け、もしくはページに入れ込んでください。
提案書として、通しのページ番号が示されていることを確認の上、応募ください。
なお、研究開発項目②-(b)と項目⑤ の委託のみの組合せ提案は、様式3のみを示す。


【緑色文字は説明です。応募時に必ず削除してください。】
· 様式3、様式4  を貼付けるか、ページに挿入してください。
· 提案書として通しのページ番号が示されていることを確認の上、応募ください。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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委託： 研究開発項目①ゑa

株式会社△△

〇〇研究センター（〇〇県

××市）

・ ＊＊＊＊＊の調査

総額 ＊.＊億円

国費 ＊.＊億円

〇〇大学

〇〇研究所（〇〇県××市）

・ ＊＊＊＊＊の分析

うち 0.＊億円

共同実施先

助成： 研究開発項目①ゑb

株式会社△△

〇〇研究センター（〇〇県

××市）

・ ＊＊＊の開発

総額 ＊.＊億円

国費 ＊.＊億円

〇〇株式会社

〇〇研究センター（〇〇県

××市）

・ ＊＊＊＊の検証

総額 ＊.＊億円

国費 ＊.＊億円

助成： 研究開発項目①ゑｃ

株式会社△△

〇〇研究センター（〇〇県

××市）

・ ＊＊＊の開発

総額 ＊.＊億円

国費 ＊.＊億円

〇〇株式会社

〇〇研究センター（〇〇県

××市）

・ ＊＊＊＊の実証・検証

総額 ＊.＊億円

国費 ＊.＊億円

株式会社〇〇

〇〇事業所（〇〇県××市）

・ ＊＊＊の開発と評価

うち 0.＊億円

共同研究先

委託： 研究開発項目②ゑb

〇〇株式会社

〇〇研究センター（〇〇県

××市）

・ ＊＊＊＊＊の調査

総額 ＊.＊億円

国費 ＊.＊億円

〇〇大学

〇〇研究所（〇〇県××市）

・ ＊＊＊＊＊の分析

うち 0.＊億円

再委託先

助成： 研究開発項目③

株式会社△△

〇〇研究センター（〇〇県

××市）

・ ＊＊＊の開発

総額 ＊.＊億円

国費 ＊.＊億円

〇〇株式会社

〇〇事業所（〇〇県××市）

・ ＊＊＊＊の実証・検証

総額 ＊.＊億円

国費 ＊.＊億円

助成： 研究開発項目④

株式会社△△

〇〇事業所（〇〇県××市）

・ ＊＊＊の開発

総額 ＊.＊億円

国費 ＊.＊億円

〇〇株式会社

〇〇事業所（〇〇県××市）

・ ＊＊＊＊の実証・検証

総額 ＊.＊億円

国費 ＊.＊億円

委託： 研究開発項目⑤

株式会社△△

〇〇事業所（〇〇県××市）

・ ＊＊＊の開発

総額 ＊.＊億円

国費 ＊.＊億円

〇〇株式会社

〇〇事業所（〇〇県××市）

・ ＊＊＊＊の実証・検証

総額 ＊.＊億円

国費 ＊.＊億円

株式会社〇〇

〇〇研究所（〇〇県××市）

・ ＊＊＊の開発と評価

うち 0.＊億円

委託先

〇〇大学

〇〇研究所（〇〇県××市）

・ ＊＊＊＊＊の分析

うち 0.＊億円

委託先


